
水道管の冬支度をしましょう！
問合先：水資源活用課

水道業務担当・簡易水道担当
　

給
水
管
や
蛇
口
は
、
気
温
が
マ
イ
ナ

ス
４
度
以
下
に
な
る
と
凍
っ
た
り
、
破

裂
し
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
凍

結
・
破
損
事
故
が
起
き
な
い
よ
う
水
道

管
の
冬
支
度
に
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

■
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
あ
る
水
道
管
に
は

必
ず
防
寒
処
置
を

○ 
水
道
管
が
む
き
だ
し
の
と
こ
ろ

○ 
水
道
管
が
北
向
き
の
と
こ
ろ

○ 

風
当
た
り
が
強
い
と
こ
ろ　

■
防
寒
処
置
の
方
法

○
水
道
管
が
露
出
し
て
い
る
よ
う
な
と

こ
ろ
は
、
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
な
ど
の
保

温
材
を
巻
き
、
ビ
ニ
ー
ル
テ
ー
プ
な
ど

を
巻
い
て
水
が
入
ら
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

○
夜
寝
る
前
に
翌
朝
凍
る
恐
れ
の
あ
る

水
道
管
の
蛇
口
の
水
を
少
し
だ
け
出
し

て
お
く
な
ど
し
て
、
水
道
管
が
凍
結
し

な
い
よ
う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

○
長
期
間
留
守
に
す
る
場
合
な
ど
は
、

水
道
の
元
栓（
止
水
栓
）を
閉
め
、
敷
地

内
の
水
道
管
に
水
が
残
ら
な
い
よ
う
に

蛇
口
を
開
け
、
ボ
イ
ラ
ー
の
水
抜
き
を

す
る
な
ど
の
処
置
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
メ
ー
タ
ー
器
に
も
防
寒
処
置
を

　

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
に
発
泡
ス
チ

ロ
ー
ル
や
古
い
毛
布
・
布
切
れ
な
ど
を

ビ
ニ
ー
ル
袋
な
ど
に
入
れ
て
、
検
針
に

支
障
の
な
い
よ
う
に
工
夫
し
、
保
温
し

ま
し
ょ
う
。

※
メ
ー
タ
ー
器
が
破
損
し
た
場
合
は
、

自
己
負
担
で
の
交
換
と
な
り
ま
す
。

■
水
道
管
が
凍
結
し
て
し
ま
っ
た
場
合

　

蛇
口
を
開
け
て
、
凍
っ
た
部
分
に
タ

オ
ル
か
布
を
か
ぶ
せ
、
蛇
口
の
方
か
ら

ぬ
る
ま
湯
を
ま
ん
べ
ん
な
く
ゆ
っ
く
り

と
か
け
て
く
だ
さ
い
。
熱
湯
を
急
に
か

け
る
と
、
ひ
び
割
れ
や
破
裂
す
る
事
が

あ
る
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
水
道
管
が
破
裂
し
た
場
合

　

布
や
テ
ー
プ
、
自
転
車
の
チ
ュ
ー
ブ
を

破
裂
個
所
へ
巻
き
つ
け
る
か
、
止
水
栓
で

水
を
止
め
て
か
ら
、
市
指
定
水
道
工
事

店
に
連
絡
し
修
理
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

■
給
水
装
置
は
皆
さ
ん
の
財
産
で
す

　

公
道
な
ど
に
埋
め
ら
れ
た
水
道
管
は

市
の
所
有
物
で
、
市
が
管
理
し
て
い
ま

す
。
こ
の
本
管
か
ら
分
か
れ
て
各
家
庭

ま
で
引
き
込
ま
れ
た
給
水
管
・
分
水
栓

（
給
水
装
置
）な
ど
は
、
皆
さ
ん
の
所
有

物
で
す
。
こ
の
部
分
の
新
設
・
改
造
・

修
理
は
、
皆
さ
ん
の
ご
負
担
で
行
っ
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

■
水
道
メ
ー
タ
ー
を
定
期
的
に
点
検
し

ま
し
ょ
う

　

凍
結
・
破
損
な
ど
に
よ
る
漏
水
で
水

道
料
金
が
高
額
に
な
り
思
わ
ぬ
負
担
と

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
定
期
的
に
水

道
メ
ー
タ
ー
で
自
己
点
検
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

　

点
検
の
方
法
は
、
家
庭
内
の
全
部
の

蛇
口
を
完
全
に
締
め
水
道
メ
ー
タ
ー
の

パ
イ
ロ
ッ
ト
マ
ー
ク（
丸
い
銀
色
部
分
）

が
少
し
で
も
回
っ
て
い
れ
ば
漏
水
し
て

い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
す
ぐ
に
市

指
定
水
道
工
事
店
へ
修
理
を
依
頼
し
て

く
だ
さ
い
。

■
地
下
漏
水
な
ど
の
漏
水
の
場
合
、
水

道
料
金
の
減
免
措
置
が
あ
り
ま
す

　

地
中
の
配
管
や
床
下
の
配
管
な
ど

で
、
使
用
者
が
管
理
し
き
れ
な
い
部
分

　年末年始（12月27日【金】～１月
６日【月】）の給水装置の修繕工事
は、市指定水道工事店組合に依頼
してください。
※費用は個人負担となります。
９時から 17時まで、組合事務所で当番の工事
店が待機しています。
連絡先　市指定水道工事店組合　☎（43）7196

の
漏
水
の
場
合
に
減
免
措
置
が
あ
り
ま
す
。

修
理
を
し
た
市
指
定
水
道
工
事
店
が
漏
水

認
定
の
申
請
を
行
い
、
市
で
審
査
後
漏
水

認
定
の
可
否
を
判
断
し
ま
す
。
１
回
の
漏

水
で
、
１
使
用
月（
２
カ
月
分
）の
水
道
料

金
の
、
平
均
使
用
水
量
か
ら
オ
ー
バ
ー
し

た
部
分
の
２
分
の
１
を
減
免
し
ま
す
。

※
漏
水
個
所
に
よ
っ
て
は
、
漏
水
認
定
が

認
め
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※減免措置の例
今回漏水時使用水量100㎥
３年間の平均使用水量　50㎥
漏水認定計算
　100㎥－50㎥＝50㎥
　（オーバー部分）
　50㎥×1/2＝25㎥
　（減免する水量）　
従って、100㎥から25㎥が減免さ
れ、75㎥が請求水量となります。

口座振替受付サービス開始！！
問合先：税務課

収納対策室
　

11
月
か
ら
、
市
役
所
税
務
課
に
設

置
し
た
受
付
端
末
を
使
い
、
キ
ャ
ッ

シ
ュ
カ
ー
ド
だ
け
で
市
税
等
の
口
座

振
替
の
手
続
き
が
で
き
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

申
込
方
法

　

金
融
機
関
発
行
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ

カ
ー
ド（
暗
証
番
号
が
必
要
）を
持
参

の
上
、
税
務
課
・
基
盤
整
備
課
の
窓

口
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
普
通
預
金（
総
合
口
座
）の
キ
ャ
ッ

シ
ュ
カ
ー
ド
に
限
り
ま
す
。

※
新
規
・
変
更
申
込
の
み
可
能
で
解

約
の
取
り
扱
い
は
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー

ド
で
は
で
き
ま
せ
ん
。

申
込
可
能
な
市
税
等（
７
項
目
）

①
市
県
民
税

②
固
定
資
産
税

③
軽
自
動
車
税

④
国
民
健
康
保
険
税

⑤
介
護
保
険
料

⑥
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

⑦
住
宅
使
用
料

申
込
可
能
な
金
融
機
関

山
梨
中
央
銀
行
、
山
梨
信
用
金
庫
、
都

留
信
用
組
合
、
山
梨
県
民
信
用
組
合

ゆ
う
ち
ょ
銀
行（
住
宅
使
用
料
は
、

ゆ
う
ち
ょ
銀
行
の
口
座
振
替
は
で
き

ま
せ
ん
。
ま
た
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
の

市
税（
料
）の
申
込
開
始
日
は
平
成
26

年
1
月
か
ら
に
な
り
ま
す
。）

高額医療・高額介護合算療養費の支給申請について
問合先：市民生活課年金・医療担当

健康推進課介護保険担当

キャッシュカードで手続きＯＫ！　→　銀行への手続き・印鑑不要（便利で簡単！）

市税等の納付は
便利な口座振替で！

◎便 利！
◎確 実！
◎安 心！

　

高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算
療
養

費
制
度
と
は
、
医
療
と
介
護
の
両
方
の

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
世
帯
の
負

担
を
軽
減
す
る
制
度
で
す
。
１
年
間

に
支
払
っ
た
医
療
保
険
と
介
護
保
険
の

自
己
負
担
額
を
合
計
し
、
自
己
負
担

限
度
額
を
超
え
た
金
額
が
高
額
介
護

合
算
療
養
費
と
し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

今
回
、
国
民
健
康
保
険
あ
る
い
は

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被
保
険
者

の
う
ち
、
平
成
24
年
度
分
の
支
給
対

象
と
な
る
方
に
対
し
、
申
請
に
つ
い
て

の
お
知
ら
せ
を
１
月
に
郵
送
し
ま
す
。

合
算
対
象
期
間　

平
成
24
年
8
月
1

日
～
平
成
25
年
7
月
31
日

対
象
者　

医
療
保
険
と
介
護
保
険
の

両
方
で
自
己
負
担
額
が
あ
り
、
合
計
が

自
己
負
担
限
度
額
を
超
え
て
い
る
世
帯

※
高
額
療
養
費
ま
た
は
高
額
介
護

サ
ー
ビ
ス
費
と
し
て
支
給
さ
れ
た
金

額
は
、
自
己
負
担
額
か
ら
差
し
引
い

て
計
算
し
ま
す
。

　

勧
奨
通
知
が
お
手
元
に
届
い
た

ら
、
以
下
の
も
の
を
持
っ
て
都
留
市

役
所
年
金
・
医
療
担
当
の
窓
口
に
て

申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
平
成
25
年
7
月
31
日
の
時
点
で
都

留
市
の
住
民
で
な
か
っ
た
方
は
、
住

所
の
あ
っ
た
市
町
村
医
療
保
険
窓
口

に
て
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

持
ち
物

・
郵
送
さ
れ
た
申
請
書
お
よ
び
支
給

　

申
請
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

・
印
鑑

・
振
込
先
の
口
座
が
分
か
る
も
の

加入保険
所得区分

国民健康保険+
介護保険
（70歳未満含む）

国民健康保険+
介護保険
（70歳～ 74歳）

後期高齢者医療
制度+介護保険

被用者保険+
介護保険

現役並み所得者
（上位所得者）

126万円 67万円 67万円

加入中の保険
者にお問合せ
ください

一般 67万円 56万円 56万円

低所得者
Ⅱ

34万円
31万円 31万円

Ⅰ 19万円 19万円

・
身
分
を
確
認
で
き
る
も
の（
運
転

　

免
許
証
、
保
険
証
な
ど
）

※
同
一
世
帯
以
外
の
方
が
申
請
さ
れ

る
場
合
は
、
委
任
状
を
お
持
ち
く
だ

さ
い
。

※
医
療
分
に
つ
い
て
は
、
申
請
か
ら

支
給
ま
で
に
2
カ
月
～
3
カ
月
ほ
ど

か
か
り
ま
す
。
介
護
分
の
支
給
に
つ

い
て
は
、
医
療
分
支
給（
不
支
給
）決

定
後
の
支
給
と
な
り
ま
す
。

※
勧
奨
通
知
が
お
手
元
に
届
い
て
か

ら
2
年
以
上
経
過
す
る
と
申
請
で
き

な
く
な
り
ま
す
の
で
、
早
期
の
提
出

を
お
願
い
し
ま
す
。

■自己負担限度額

Ｈ2 5 . 1 2 . 1 8Ｈ 2 5 . 1 2 . 19



　

住
民
基
本
台
帳
法
第
11
条
第
３
項

及
び
第
11
条
の
２
第
12
項
、
住
民
基

本
台
帳
の
一
部
の
写
し
の
閲
覧
及
び

住
民
票
の
写
し
等
の
交
付
に
関
す
る

総
務
省
令
第
３
条
の
規
定
に
基
づ

き
、
住
民
基
本
台
帳
の
閲
覧
状
況
を

申請者の氏名 請求事由の概要 閲覧の年月日 閲覧に係る住民の範囲

（社）中央調査社 
会長　西澤　豊

「国民性に関する意識動向（2012年
度）調査」対象者抽出

（委託者：統計数理研究所長　樋
口知之）

平成24年11月28日
20 歳以上79 歳以下の男女
四日市場・月見が丘・古川
渡地区　26 名

（社）新情報センター 
事務局長　平谷伸次

内閣府が実施する「生活の質に関
する世帯調査」対象者抽出

（委託者：内閣府経済社会総合研
究所所長代理　小島愛之助）

平成25 年2 月5 日
15 歳以上の日本国籍を有
する者
中央2 丁目　11 名

（株）インテージリサー
チ
代表取締役社長
井上孝志

国土交通省が実施する「2013 年度
旅行・観光消費動向調査」対象者
抽出（委託者：国土交通省観光庁
参事官　内田浩行）

平成25 年5 月15 日 鹿留地区の男女　85 名

（社）新情報センター 
事務局長　平谷伸次

内閣府が実施する「国立公園に関
する世論調査」対象者抽出

（委託者：内閣府大臣官房政府広
報室長　武川恵子）

平成25 年7 月19 日
20 歳以上の日本国籍を有
する者
田野倉地区　13 名

公
表
し
ま
す
。

閲
覧
の
期
間

　

平
成
24
年
11
月
１
日
～

　

平
成
25
年
10
月
31
日

介護保険地域密着型サービス事業者の募集について 問合・申込先：記事内をご覧ください

住民基本台帳の閲覧状況の公表
問合先：市民生活課

市民生活担当

　

第
５
期
介
護
保
険
事
業
計
画
に
基

づ
き
、
平
成
26
年
度
中
に
開
設
す
る

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
を
募

集
し
ま
す
。

募
集
す
る
地
域
密
着
型

サ
ー
ビ
ス
事
業
及
び
募
集
数

主
な
応
募
要
件

①
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
を
行
え
る

法
人
格
を
取
得（
取
得
見
込
み
を
含

む
。）し
て
い
る
こ
と
。
地
域
密
着
型

介
護
老
人
福
祉
施
設
に
つ
い
て
は
、

社
会
福
祉
法
人
で
あ
る
こ
と
。

②
自
ら
が
施
設
整
備
を
行
い
、
そ
の

運
営
を
行
う
事
業
者
で
あ
る
こ
と
。

③
平
成
27
年
３
月
ま
で
に
、
整
備
を

完
了
し
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
が
可
能
で

あ
る
こ
と
。

募集サービス事業名 募集数

地域密着型介護老人福祉施設
【小規模特別養護老人ホーム】

１カ所
定員29 人以下

認知症対応型共同生活介護（介護予防）
【認知症高齢者グループホーム】

１事業所
（１ユニット９名）

公
募
要
項
の
配
布

提
出
日
時　

12
月
２
日（
月
）～

提
出
場
所　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
都
留

内　

健
康
推
進
課
介
護
保
険
担
当

※
応
募
希
望
事
業
者
の
方
へ「
地
域

密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
募
集
要

項
」を
お
渡
し
し
ま
す
の
で
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
先

都
留
市
役
所
市
民
・
厚
生
部
健
康
推

進
課
介
護
保
険
担
当

〒
４
０
２
―
０
０
５
１

都
留
市
下
谷
２
５
１
６
番
地
１

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
都
留

☎（
46
）５
１
１
３（
内
線
１
２
１
）

Ｆ
Ａ
Ｘ（
46
）５
１
１
９

メ
ー
ル　

kaigohoken@
city.

　
　
　
　

tsuru.lg.jp

都留市愛育会が発足しました 問合先：健康推進課

都留市立病院からのお知らせ
問合先：都留市立病院事務局

庶務担当☎（45）1811

妊
婦
健
診
は
都
留
市
立
病
院
で
、
出

産
は
山
梨
赤
十
字
病
院
で
。

　

都
留
市
立
病
院
で
は
、
出
産
ま

で
の
妊
婦
健
診
は
身
近
な
病
院（
都

留
市
立
病
院
）で
、
出
産
は
体
制
が

整
っ
た
病
院（
山
梨
赤
十
字
病
院
）で

分
担
す
る「
セ
ミ
オ
ー
プ
ン
シ
ス
テ

ム
」を
平
成
20
年
10
月
か
ら
県
内
で

最
初
に
取
り
入
れ
、
今
ま
で
多
く
の

妊
婦
さ
ん
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
セ
ミ
オ
ー
プ
ン
シ
ス
テ
ム
は
、

妊
娠
初
期
か
ら
34
週
頃
ま
で
は
山
梨

赤
十
字
病
院
か
ら
市
立
病
院
に
派
遣

さ
れ
た
医
師
が
市
立
病
院
に
て
妊
婦

健
診
を
受
け
持
ち
、
そ
の
後
は
山
梨

赤
十
字
病
院
が
引
き
続
き
妊
婦
検
診

か
ら
出
産
ま
で
受
け
持
っ
て
く
れ
ま

す
。
こ
れ
に
よ
り
、
検
診
の
た
め
遠

く
の
病
院
へ
通
う
必
要
が
な
く
な
り
、

妊
婦
さ
ん
の
負
担
が
減
り
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

産
婦
人
科
診
察
日　

毎
週
月
曜
日
・

水
曜
日
・
木
曜
日
の
午
前

受
付
時
間　

８
時
30
分
～
11
時

　

ま
た
、
助
産
師
に
よ
る
悩
み
事
相

談
も
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、
妊
娠

中
の
悩
み
、
母
乳
や
子
育
て
に
つ
い

て
の
相
談
や
婦
人
科
特
有
の
症
状
に

つ
い
て
悩
ん
で
い
る
方
は
、
ま
ず

は
、
お
電
話
を
く
だ
さ
い
。

対
応
日
時　

毎
週
月
曜
日
・
水
曜
日
・

木
曜
日
の
13
時
～
16
時

病
院
内
線　

６
１
７

看
護
師
奨
学
金
返
還
資
金
助
成
制
度

を
新
設
し
ま
し
た
。

　

都
留
市
立
病
院
で
は
看
護
師
を
随

時
募
集
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
た
び

看
護
師
免
許
取
得
の
た
め
奨
学
金

（
都
留
市
以
外
の
奨
学
金
も
含
み
ま

す
。）を
借
り
て
い
る
方
へ
の
、
奨
学

金
返
還
資
金
の
助
成
制
度
を
新
設
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
市
立
病
院
へ
看

護
師
と
し
て
就
職
し
た
方
へ
、
奨
学

金
返
還
に
要
す
る
資
金
と
し
て
月

５
万
円
を
上
限
に
助
成
す
る
制
度
で

す
。
毎
年
４
月
上
旬
に
、
市
健
康
推

進
課
が
窓
口
と
な
り
看
護
師
な
ど
を

目
指
す
方
を
対
象
と
し
た
奨
学
金
貸

与
の
募
集
を
し
ま
す
の
で
、
そ
れ
と

併
せ
て
ご
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
病
院

事
務
局
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

今
年
の
９
月
、
有
志
の
方
々
の
熱

意
に
よ
り
、
都
留
市
愛
育
会
が
発
足

し
ま
し
た
。
都
留
市
全
域
に
83
名
の

会
員
が
お
り
母
と
子
、
高
齢
者
を
中

心
に
地
域
の
方
々
の
健
康
づ
く
り
の

た
め
に
活
動
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

10
月
19
日
に
は
都
留
第
二
中
学
校

で
実
施
さ
れ
た「
い
の
ち
の
授
業
」へ

参
加
し
、
講
師
に
よ
る
お
話
を
聞

き
、
地
域
に
暮
ら
す
赤
ち
ゃ
ん
の
協

力
を
い
た
だ
き
抱
っ
こ
体
験
へ
の
お

手
伝
い
を
し
ま
し
た
。
中
学
生
の
真

剣
さ
と
赤
ち
ゃ
ん
の
可
愛
さ
に
感
動

を
も
ら
っ
た
活
動
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
研
修
会
や
学
習
会
を

通
し
て
地
域
に
密
着
し
た
子
育
て
支

援
活
動
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

愛
育
会
と
は
？

　

も
と
も
と
の
起
こ
り
は
、
昭
和
８

年
皇
太
子
殿
下（
現
在
の
天
皇
陛
下
）

の
ご
誕
生
を
記
念
し
て「
日
本
中
の

子
ど
も
と
母
親
を
心
身
と
も
よ
く
す

る
よ
う
に
」と
の
仰
せ
か
ら
は
じ
ま

り
ま
し
た
。

　
「
愛
育
班
」と
い
う
住
民
に
よ
る
自

主
的
な
組
織
が
母
子
保
健
の
推
進
と

福
祉
の
向
上
を
目
的
と
し
、
当
時
は

妊
産
婦
・
乳
幼
児
の
健
康
づ
く
り
の
た

め
に
活
動
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
近
年

で
は
、
母
子
の
み
な
ら
ず
高
齢
者
等
も

対
象
と
し
て
地
域
に
根
差
し
た
活
動

を
し
て
い
る
全
国
的
な
組
織
で
す
。

　

都
留
市
で
は
昭
和
35
年
か
ら
活
動

を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
一
時
休
止
と

な
り
、
こ
こ
で
再
ス
タ
ー
ト
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

愛
育
会
の
活
動
と
は
？

　

活
動
の
基
本
は「
声
か
け
」で
す
。

道
端
、
ス
ー
パ
ー
な
ど
で
地
域
の
人

に
出
会
っ
た
時
に
声
を
か
け
ま
す
。

世
間
話
の
中
で
気
に
な
っ
た
健
康
問

題
を
愛
育
会
の
会
議
で
話
し
合
い
、

問
題
解
決
の
た
め
行
政
と
連
携
し
自

分
た
ち
の
活
動
の
テ
ー
マ
と
し
て
取

り
組
み
を
し
ま
す
。

　

活
動
を
進
め
て
い
く
に
あ
た
り
健

康
に
関
す
る
知
識
を
得
る
た
め
に
研

修
会
や
学
習
会
を
実
施
し
、
自
己
研

鑽
に
努
め
ま
す
。

都
留
市
愛
育
会
の
活
動
予
定

　

研
修
会

　

学
童
保
育
と
の
交
流
会

　

高
齢
者
施
設
へ
の
慰
問　

な
ど
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都留市文化祭が開催されました
　

第
58
回
都
留
市
文
化
祭
が
11

月
１
日
か
ら
３
日
ま
で
都
留
市

ま
ち
づ
く
り
交
流
セ
ン
タ
ー
を

中
心
に
盛
大
に
開
催
さ
れ
、
日

ご
ろ
の
文
化
活
動
の
成
果
が
発

表
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
式
典
で
は
次
の
方
々

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た（
順
不
同
、

敬
称
略
）。

◎
都
留
市
文
化
祭
受
賞
者

文
化
祭
テ
ー
マ
入
賞
者

最
優
秀
賞　
　

細
田
嘉
吉

◎
一
般
の
部

文
化
祭
賞

【
俳
　
句
】　　

渡
辺
君
代

【
短
　
歌
】　　

渡
邉
信
子

【
書
　
道
】　　

窪
田
光
代

【
山
草
会
】　　

藤
江
静
子

【
陶
　
芸
】　　

小
俣
瑞
穂

優
秀
賞

【
俳
　
句
】　　

小
笠
原
直
江

　
　
　
　
　
　

前
田
叔
子

　
　
　
　
　
　

渡
邉
信
子

　
　
　
　
　
　

鈴
木
恵
子

　
　
　
　
　
　

村
上
湖
春

　
　
　
　
　
　

新
田
宏
子

　
　
　
　
　
　

矢
崎
暉
文

　
　
　
　
　
　

市
川
敏
子

【
短
　
歌
】　　

岩
田
繁
子

　
　
　
　
　
　

志
村
芳
子

　
　
　
　
　
　

山
崎
昭
子

◎
小
学
生
の
部

【
詩
部
門
　
入
賞
者
】

文
化
祭
賞

宝　

小　

１
年　

滝
口
こ
こ
ろ

優
秀
賞

谷
一
小　

５
年　

廣
嶋
正
宣

谷
二
小　

４
年　

渡
邉
一
翔

東
桂
小　

６
年　

小
嶋
彩
友
美

　
　
　
　

６
年　

中
村
天
音

　
　
　
　

６
年　

太
田
天
空

　
　
　
　

２
年　

小
林
勘
介

宝　

小　

４
年　

米
山
誇
三
郎

禾
一
小　

４
年　

杉
本
望
美

　
　
　
　

２
年　

佐
藤
大
斗

【
俳
句
　
入
賞
者
】

文
化
祭
賞

附
属
小　

３
年　

小
林
愛
琉　

優
秀
賞

谷
一
小　

６
年　

庄
司
伊
吹

　
　
　
　

６
年　

菅　

 

芽
生

　
　
　
　

６
年　

三
枝
こ
と
美

谷
二
小　

６
年　

志
村
美
怜

　
　
　
　

３
年　

相
川
実
知

附
属
小　

６
年　

相
川
波
音

　
　
　
　

３
年　

渡
邊
賢
成

東
桂
小　

６
年　

中
村
天
音

　
　
　
　

６
年　

小
林
佐
介

　
　
　
　

４
年　

小
林
は
な

　
　
　
　

２
年　

小
林
勘
介

禾
一
小　

６
年　

岡
田
葉
月

　
　
　
　

６
年　

関
戸
葉
瑠
奈

禾
二
小　

６
年　

池
川
花
恋

　
　
　
　

６
年　

河
﨑
七
海

　
　
　
　

６
年　

田
邊
乃
海

　
　
　
　

１
年　

星
野
博
明

旭　

小　

６
年　

小
幡
里
歩

　
　
　
　

６
年　

吉
澤
香
乃

【
短
歌
　
入
賞
者
】　　
　
　
　

文
化
祭
賞　
　
　
　
　
　
　
　

附
属
小　

３
年　

小
林
愛
琉

優
秀
賞　
　
　
　
　
　
　
　
　

谷
一
小　

６
年　

白
須
汐
音

　
　
　
　

５
年　

岡
本
実
留

谷
二
小　

６
年　

宮
澤
由
菜

附
属
小　

５
年　

古
屋
杏
馬

　
　
　
　

２
年　

有
川
駿
佑

東
桂
小　

６
年　

志
村
澄
加

禾
一
小　

４
年　

佐
藤
優
奈

　
　
　
　

１
年　

矢
野
篤
人

禾
二
小　

６
年　

池
川
花
恋

【
書
道
　
入
賞
者
】

文
化
祭
賞

宝　

小　

３
年　

滝
口
に
こ

優
秀
賞

谷
一
小　

６
年　

菊
地
悠

　
　
　
　

４
年　

杉
本
華
恋

　
　
　
　

４
年　

橋
本
か
ん
な

　
　
　
　

３
年　

田
中
大
夢

　
　
　
　

３
年　

池
田
ひ
ま
り

　
　
　
　

３
年　

布
施
ふ
う
な

　
　
　
　

２
年　

渡
辺
百
音

谷
二
小　

５
年　

平
井
彩
鈴

東
桂
小　

５
年　

橋
本
沙
來

　
　
　
　

５
年　

浅
川
陽
菜

　
　
　
　

４
年　

渡
邉
真
衣

　
　
　
　

３
年　

小
林　

珠

　
　
　
　

３
年　

雨
宮
菜
月

宝　

小　

６
年　

杉
本
友
香

　
　
　
　

４
年　

喜
舎
場
汐
音

　
　
　
　

１
年　

滝
口
こ
こ
ろ

禾
一
小　

４
年　

奥
秋
舜
将

　
　
　
　

４
年　

小
俣
直
歩

　
　
　
　

４
年　

佐
藤
優
奈

　
　
　
　

４
年　

菅
谷
香
歩

　
　
　
　

３
年　

谷
内
奏
太

　
　
　
　

２
年　

佐
藤
大
斗

　
　
　
　

２
年　

大
森
柚
香

禾
二
小　

６
年　

小
幡
未
吏

　
　
　
　

６
年　

鈴
木
彩
矢
佳

　
　
　
　

５
年　

鈴
木
彩
音

　
　
　
　

５
年　

長
田
穏
空

　
　
　
　

４
年　

小
倉
里
桜

　
　
　
　

３
年　

外
川　

麟

　
　
　
　

２
年　

鈴
木
穂
乃
加

◎
中
学
生
の
部

【
詩
　
入
賞
者
】

文
化
祭
賞

都
二
中　

１
年　

小
笠
原
紀
実

優
秀
賞

都
一
中　

１
年　

藤
本
亜
里
沙

都
二
中　

１
年　

板
倉
康
志

　
　
　
　

１
年　

上
野
元
輝

　
　
　
　

１
年　

梅
原
拓
我

　
　
　
　

１
年　

佐
藤
海
斗

　
　
　
　

１
年　

前
田
優
成

　
　
　
　

１
年　

山
本
聖
介

　
　
　
　

１
年　

小
森
結
祐
菜

東
桂
中　

１
年　

菊
島
世
奈

【
俳
句
　
入
賞
者
】

文
化
祭
賞

都
二
中　

３
年　

土
屋
駿
丞

優
秀
賞

都
一
中　

３
年　

志
村
綾
太

　
　
　
　

３
年　

平
井
亨
汰

都
二
中　

３
年　

大
谷
健
悟

　
　
　
　

３
年　

佐
藤
舜
紀

　
　
　
　

３
年　

近
藤
魁
人

東
桂
中　

３
年　

斎
藤　

聡

　
　
　
　

３
年　

志
村
美
優

　
　
　
　

３
年　

水
越
亜
里
沙

【
短
歌
　
入
賞
者
】

文
化
祭
賞

都
二
中　

２
年　

古
家
初
珠

優
秀
賞

都
一
中　

２
年　

滝
口　

蛍

　
　
　
　

２
年　

橋
本
卯
月

　
　
　
　

２
年　

藤
本
喜
子

都
二
中　

２
年　

臼
井
あ
り
さ

　
　
　
　

２
年　

依
田
真
奈
実

　
　
　
　

２
年　

駒
澤
龍
哉

東
桂
中　

２
年　

加
藤
広
太

　
　
　
　

２
年　

志
村
永
遠

　
　
　
　

２
年　

宮
下
明
華

【
書
道
　
入
賞
者
】

文
化
祭
賞

都
一
中　

２
年　

田
中
琴
衣

優
秀
賞

都
二
中　

３
年　

武
田　

結

　
　
　
　

３
年　

谷
下
そ
の

　
　
　
　

３
年　

鈴
木
優
香

　
　
　
　

２
年　

小
松
真
実

東
桂
中　

３
年　

水
越
亜
里
沙

　
　
　
　

２
年　

谷　

二
千
歌

　
　
　
　

１
年　

川
原　

都

市臨時職員の募集
　

都
留
市
で
は
、
平
成
26
年
度
の
臨
時

的
任
用
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

■
職
務（
業
務
）内
容

（
Ａ
）事
務
補
助

　

各
課
に
所
属
し
、
パ
ソ
コ
ン
で
の

デ
ー
タ
入
力
、
電
話
応
対
、
窓
口
業
務

な
ど
の
事
務
補
助
に
従
事
し
ま
す
。

（
Ｂ
）学
校
用
務
員

　

各
小
・
中
学
校
に
所
属
し
、
施
設
美

化
・
清
掃
、
電
話
応
対
、
来
客
者
応

対
、
給
食
準
備
な
ど
の
業
務
に
従
事
し

ま
す
。

（
Ｃ
）学
校
図
書
事
務
員

　

各
小
・
中
学
校
に
所
属
し
、
図
書
の

管
理
、
整
理
、
貸
出
、
図
書
室
利
用
者

へ
の
指
導
、
図
書
室
の
環
境
保
持
等
の

業
務
に
従
事
し
ま
す
。

（
Ｄ
） 事
務
補
助（
身
体
障
害
者
を
対
象
）

　

各
課
に
所
属
し
、
パ
ソ
コ
ン
で
の

デ
ー
タ
入
力
、
電
話
応
対
、
窓
口
業
務

な
ど
の
事
務
補
助
に
従
事
し
ま
す
。

■
勤
務
場
所

（
Ａ
）
市
役
所
、
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
都

留
、
各
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

な
ど

（
Ｂ
）各
小
・
中
学
校

（
Ｃ
）各
小
・
中
学
校

（
Ｄ
） 

市
役
所
、
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
都

留
、
各
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

な
ど

■
任
用
条
件

（
Ａ
・
Ｃ
・
Ｄ
共
通
）

・
ワ
ー
ド
、
エ
ク
セ
ル
な
ど
の
パ
ソ
コ

ン
基
本
操
作
が
で
き
る
方
。

（
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
・
Ｄ
共
通
）

・
地
方
公
務
員
法
第
16
条（
※
下
記
参

照
）の
欠
格
事
項
に
該
当
し
な
い
方
。

・
都
留
市
臨
時
的
任
用
職
員
と
し
て
の

服
務
規
律
を
厳
守
で
き
る
方
。

（
Ｄ
）

・
自
力
に
よ
り
通
勤
が
で
き
、
か
つ
、
介

護
者
な
し
に
職
務
の
遂
行
が
可
能
な
方
。

・
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
、

そ
の
障
害
の
程
度
が
１
～
６
級
、
ま
た

は
、
７
級
の
複
数
障
害
を
有
す
る
方
。

■
勤
務
条
件

賃
金
日
額　

６
、１
０
０
円

※
通
勤
に
伴
う
費
用
は
、
通
勤
距
離
２

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
で
規
定
に
基
づ
き

支
給
し
ま
す
。

任
用
期
間　

６
月
以
内

※
勤
務
成
績
に
よ
り
、
１
回
に
限
り
更
新

可（
最
長
１
年
）。
年
次
有
給
休
暇
有
り
。

勤
務
時
間

（
Ａ
・
Ｄ
共
通
）

・
８
時
30
分
か
ら
17
時
15
分

（
Ｂ
・
Ｃ
共
通
）

・
始
業
、
終
業
時
間
は
、
学
校
長
の
判

断
に
よ
り
、
異
な
り
ま
す
。

（
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
・
Ｄ
共
通
）

・
１
日
あ
た
り
の
実
働
時
間　

原
則
７

時
間
45
分
。
別
途
休
憩
時
間
有
り
。

社
会
保
険
な
ど　

健
康
保
険
法
、
厚
生

年
金
保
険
法
及
び
雇
用
保
険
法
の
各
要

件
に
該
当
す
る
場
合
は
加
入
し
ま
す
。

■
申
込
手
続
き

　

平
成
26
年
１
月
20
日（
月
）ま
で
に
、

「
履
歴
書（
写
真
添
付
の
こ
と
）」と「
職

務
経
歴
書
」及
び「
納
税
状
況
調
査
に
関

す
る
同
意
書
」を
行
政
管
理
課
職
員
担

当
へ
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

※
郵
送
可
。
た
だ
し
、
そ
の
際
に
は
、

封
筒
に「
臨
時
的
任
用
職
員　

申
込
」と

朱
書
き
し
て
く
だ
さ
い
。

※
履
歴
書
等
の
様
式
は
、
市
Ｈ
Ｐ
に
掲

載
し
て
い
ま
す
。
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て

ご
活
用
く
だ
さ
い
。（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
使
用
で
き
な
い
環
境
の
方
は
、
行

政
管
理
課
職
員
担
当
ま
で
お
越
し
く
だ

さ
い
。）

※「
職
務
経
歴
書
」は
、
具
体
的
な
職
務

内
容
や
自
己
Ｐ
Ｒ
な
ど
を
ご
記
入
く
だ

さ
い
。（
選
考
の
際
に
使
用
し
ま
す
。）

※
申
込
受
付
後
は
、「
臨
時
職
員
候
補

登
録
者
名
簿
」に
１
年
間
登
録
さ
れ
ま

す
。
平
成
26
年
４
月
か
ら
任
用
が
さ
れ

な
か
っ
た
場
合
で
も
、
年
度
途
中
に
欠

員
が
生
じ
る
な
ど
臨
時
職
員
が
必
要
と

な
っ
た
際
に
は
、
登
録
者
の
中
か
ら
選

考
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
提
出
い
た
だ
い
た
履
歴
書
等
は
返
却

い
た
し
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
選
考
方
法

　

書
類
選
考（
１
次
選
考
）と
面
接
選
考

（
２
次
選
考
）を
実
施
し
ま
す
。
面
接
選

考
は
、
書
類
選
考
で
選
考
さ
れ
た
方
を

対
象
に
実
施
し
ま
す
。（
面
接
選
考
は

２
月
上
旬
予
定
で
す
。
対
象
者
へ
は
別

途
通
知
い
た
し
ま
す
。）

　

な
お
、
面
接
選
考
の
結
果
は
、
２
月

末
ま
で
に
面
接
を
受
け
た
す
べ
て
の
方

に
通
知
い
た
し
ま
す
。

■
そ
の
他

　

申
込
後
、
臨
時
的
任
用
職
員
へ
の
任

用
、
ま
た
は
、
臨
時
職
員
候
補
登
録
者

名
簿
へ
の
登
録
を
辞
退
さ
れ
る
場
合
に

は
、
行
政
管
理
課
職
員
担
当
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

※
地
方
公
務
員
法
第
16
条

（
欠
格
条
項
）

１
成
年
被
後
見
人
又
は
被
保
佐
人

２
禁き

ん
こ錮
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ

の
執
行
を
終
わ
る
ま
で
又
は
そ
の
執

行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
る
ま
で

の
者

３
当
該
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
懲

戒
免
職
の
処
分
を
受
け
、
当
該
処
分

の
日
か
ら
２
年
を
経
過
し
な
い
者

４
人
事
委
員
会
又
は
公
平
委
員
会
の

委
員
の
職
に
あ
つ
て
、
地
方
公
務
員

法
に
規
定
す
る
罪
を
犯
し
刑
に
処
せ

ら
れ
た
者

５
日
本
国
憲
法
施
行
の
日
以
後
に
お

い
て
、
日
本
国
憲
法
又
は
そ
の
下
に

成
立
し
た
政
府
を
暴
力
で
破
壊
す
る

こ
と
を
主
張
す
る
政
党
そ
の
他
の
団

体
を
結
成
し
、
又
は
こ
れ
に
加
入
し

た
者 
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■
職
務（
業
務
）内
容

　

事
務
補
助
・
業
務
補
助　

大
学
事

務
局
に
所
属
し
、
パ
ソ
コ
ン
で
の

デ
ー
タ
入
力
、
電
話
応
対
、
窓
口
業

務
、
施
設
管
理
な
ど
の
事
務
補
助
・

業
務
補
助
に
従
事
し
ま
す
。

　
■
雇
用
条
件

・
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
な
ど
パ
ソ
コ

ン
の
基
本
操
作
が
で
き
る
方
。

・
都
留
文
科
大
学
有
期
雇
用（
賃
金
）

職
員
と
し
て
の
服
務
規
律
を
厳
守
で

き
る
方
。

　
■
勤
務
条
件

賃
　
金　

時
間
給　

７
８
０
円
～

※
通
勤
に
伴
う
費
用
に
つ
い
て
は
、

通
勤
距
離
2
㌔
㍍
以
上
で
支
給

雇
用
期
間　

平
成
26
年
4
月
１
日
～

平
成
27
年
3
月
31
日

年
次
有
給
休
暇　

有
り

勤
務
時
間　

８
時
30
分
～
17
時
15

分
、
ま
た
は
９
時
30
分
～
18
時
15
分

１
日
あ
た
り
の
実
働
時
間　

７
時
間

45
分

社
会
保
険
な
ど　

健
康
保
険
法
、
厚

生
年
金
保
険
法
及
び
雇
用
保
険
法
の

各
要
件
に
該
当
す
る
場
合
は
加
入

■
申
込
手
続
き

　

平
成
26
年
1
月
16
日（
木
）17
時
ま

で
に
、
履
歴
書
※（
写
真
貼
付
の
こ

と
。）を
都
留
文
科
大
学
総
務
課
総
務

企
画
担
当
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

郵
送
可
。
た
だ
し
、
そ
の
際
に
は
、

封
筒
に「
有
期
雇
用
職
員
申
込
」と
朱

書
き
し
て
く
だ
さ
い
。

　

履
歴
書
様
式
は
都
留
文
科
大
学
Ｈ

Ｐ
に
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
。
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
用
で
き
な

い
環
境
の
方
は
、
総
務
企
画
担
当
ま

で
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
履
歴
書
に
は
具
体
的
な
職
務
経
歴

の
内
容
な
ど
と
自
己
Ｐ
Ｒ
を
記
入
し

て
く
だ
さ
い
。
書
類
選
考
の
際
に
使

用
し
ま
す
。
な
お
、
提
出
い
た
だ
い

た
履
歴
書
な
ど
は
返
却
い
た
し
ま
せ

ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
選
考
方
法

・
書
類
選
考（
1
次
選
考
）と
面
接
選

　

考（
2
次
選
考
）に
よ
り
ま
す
。

・
面
接
選
考（
2
次
選
考
）は
、
1
次

　

選
考
で
選
考
さ
れ
た
方
を
対
象
に

　

実
施
し
ま
す
。

※
日
程
は
2
月
初
旬
を
予
定
。
1
次

選
考
で
選
考
さ
れ
た
方
に
別
途
ご
連

絡
し
ま
す
。

・
最
終
選
考
の
結
果
は
、
面
接
を
受

け
た
方
に
連
絡
し
ま
す
。

■
問
合
先

都
留
市
田
原
三
丁
目
8
番
1
号
公
立

大
学
法
人
都
留
文
科
大
学
総
務
課 

総
務
企
画
担
当

☎（
43
）４
３
４
１
㈹

Ｆ
Ａ
Ｘ（
43
）４
３
４
７　
　

E-m
ail

：syom
u@

tsuru.ac.jp

今
月
の

「
ふ
れ
あ
い
・
子
育
て
サ
ロ
ン
」

親
子
一
緒
の
サ
ロ
ン

日
　
時　

12
月
16
日（
月
）

場
　
所　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
都
留
２
階

持
ち
物　

各
自
必
要
な
物

費
　
用　

２
０
０
円

託
児
サ
ロ
ン

日
　
時　

12
月
９
日（
月
）

場
　
所　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
都
留
２
階

持
ち
物　

お
気
に
入
り
の
お
も
ち
ゃ
、

お
や
つ
、
飲
み
物
、
着
替
え
、
靴

費
　
用　

３
０
０
円

※
開
催
日
の
２
週
間
前
か
ら
受
付
ま
す
。

申
込
・
問
合
先　

市
社
会
福
祉
協
議
会

☎（
46
）５
１
１
５

よ
み
き
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
ひ
び
き
の
会
」の
読
み
聞
か
せ

日
　
時　

12
月
14
日（
土
）14
時
～

場
　
所
　
市
図
書
館
お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー

内
　
容　

み
ん
な
が
選
ん
だ
絵
本
や
紙

　
　
　
　

芝
居
を
読
み
ま
す
。

こ
ぐ
ま
ク
ラ
ブ
の

「
こ
ぐ
ま
の
ち
い
さ
な
お
は
な
し
会
」

日
　
時　

12
月
20
日（
金
）10
時
30
分
～

場
　
所　

市
図
書
館
お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー

内
　
容　

乳
児
か
ら
未
就
園
児
の
親
子

　
　
　
　

を
対
象
に
読
み
聞
か
せ
や
手

　
　
　
　

遊
び
を
し
ま
す
。

こ
ぶ
た
の
会
の「
ワ
ク
ワ
ク
」お
は
な
し
会

日
　
時　

12
月
28
日（
土
）14
時
～

場
　
所　

市
図
書
館
お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー

内
　
容　

小
さ
な
子
ど
も
む
け
の
お
話

　
　
　
　

や
歌
、
手
遊
び
を
し
ま
す
。

ベ
ビ
ー
ヨ
ガ
＆
マ
ッ
サ
ー
ジ

日
　
時　

12
月
13
日（
金
）10
時
30
分
～

場
　
所　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
都
留
2
階

対
　
象　

３
カ
月
～
1
歳（
要
申
込
み
）

参
加
費　

５
０
０
円

持
ち
物　

バ
ス
タ
オ
ル
、
飲
み
物

申
込
・
問
合
先

☎
０
９
０（
７
７
１
０
）２
３
８
９（
友
野
）

自
主
保
育
グ
ル
ー
プ「
は
ね
こ
っ
こ
」

　

市
立
病
院
近
く
の
羽
根
子
集
落
内

で
、
た
だ
ひ
た
す
ら
行
き
た
い
と
こ
ろ

に
歩
く
こ
と
で
自
然
の
移
り
変
わ
り
を

楽
し
ん
だ
り
し
て
い
ま
す
。

日
　
時　

毎
週
木
曜
日
９
時
40
分
集
合

　
　
　
　

13
時
解
散

※
詳
細
は
、

☎
０
８
０（
４
３
３
７
）５
７
２
５（
梅
崎
）
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